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発行川西町・町長根津正三編集企画室広報係小海正隆定価1部5円印刷白南風社

人ロの動き

6月1日現在

男5，121（＋8）

女5，260（＋14）

計10，381（＋22）
世帯数　2，355（＋3）

（）内は前月との比較
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　節黒城の山開き、野ロの水ばしよう祭りに続いて、25日には長福

寺裏の二六公園祭りが、にぎやかに行われました。

　ミス若葉コンテストや、ナツメロ歌謡大会、若葉汁に舌づっみを

うちながらの屋タトパーティは、快晴につつまれ大成功・

　深緑めぷなの下で、家族ずれなどおよそ500人が、楽しい日曜を

過ごしていました。

6月の休日救急医　　急患以外はご遠慮を

　　15日大島医院2－2957
　　22日至誠堂医院2－3276
　　29日富田医院2－3269
　7月上旬の予定

　　　6日中条病院7－3018
　　13日池田医院2－2581
　　　午前9時から午後5時まで
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第4回
　臨時会

請
負
契
約
二
件
を
決
め
る

幼
稚
園
舎
n
高
橋
工
務
店

町
の
工
事

　
　
そ
の
後
の
う
ご
き

川
中
寄
宿
舎
”
丸
山
工
務
所
が

▽
　
　
町
議
会
は
、
先
月
二
十
九
日
第
四
回
目
の
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
△

　
▽
　
　
議
案
は
、
町
立
幼
稚
園
園
舎
建
設
工
事
の
請
負
契
約
及
ぴ
、
町
立
川
西
中
学
校
寄
宿
舎
建
設
工
△

　
　
▽
事
請
負
契
約
の
二
件
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

　
　
　
▽
　
　
こ
の
結
果
、
幼
稚
園
舎
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
高
橋
工
務
店
が
、
川
中
の
寄
宿
舎
は
、
株
式
会
△

▽
社
丸
山
工
務
所
が
そ
れ
ぞ
れ
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
舎
の
請
負
金
額
は
、
四
千
八

百
九
十
七
万
円
、
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
（
一
部
二
階
建
て
）
で

総
面
積
四
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

完
成
は
十
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　
建
設
場
所
は
、
田
中
町
（
総
合
セ
ン

タ
ー
の
西
側
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
川
中
の
寄
宿
舎
は
、
現
校
舎

の
西
側
に
建
て
ら
れ
る
も
の
で
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
、
請
負

金
額
は
、
一
億
二
百
万
円
で
す
。

△

　
完
成
は
十
一
月
上
旬
の
予
定
。

　
な
お
、
今
月
二
日
に
は
、
双
方
に
お

い
て
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
工

事
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
（
写
真
　
幼
稚
園
建
設
の
地
鎮
祭
）
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灘

医
療
費
の

　
　
　
　
貸
付
制
度
が
で
き
ま
し
た

　
傷
病
の
た
め
、
多
額
の

医
療
費
を
支
払
う
の
が
困

難
な
人
に
つ
い
て
、
療
養

資
金
が
貸
し
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
医
療
費
の
個

人
支
払
い
額
が
、
月
三
万

円
以
上
の
高
額
医
療
費
の

人
を
対
象
と
す
る
も
の
で

す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
高

額
医
療
費
は
三
万
円
以
上

を
公
費
負
担
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
個

人
か
ら
、
一
時
立
て
替
え

と
い
う
か
た
ち
で
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

一
時
的
に
多
額
の
お
金
が
必
要
に
な
る

わ
け
で
、
こ
う
し
た
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
生
ま
れ

た
制
度
で
す
。

　
公
費
分
が
支
給
さ
れ
た
時
点
で
、
返

済
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

囹
町
道
舗
装
事
業
（
入
札
六
月
七
日
）

　
・
野
口
西
浦
線
”
延
長
四
六
〇
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
四
盆
メ
ー
ト
ル
、
上
越
舗

道
㈱
、
工
期
六
＋
日

　
・
中
屋
敷
藤
沢
線
”
藤
沢
地
内
、
延

長
六
六
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

ル
、
福
田
道
路
、
工
期
六
十
日

　
・
四
郎
兼
寺
尾
線
朋
田
中
地
内
、
延

長
三
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
輻
員
三
、
五
メ

ー
ト
ル
、
中
野
建
設
㈱
　
工
期
六
十
日

　
・
山
手
線
”
鶴
吉
地
内
、
延
長
一
一
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細
部
は
、
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
課

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
上
野
の
白
目
罪
さ
ん
が

一
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
、
中
　
　
川
西
建
材
㈱

野
建
設
㈱
　
工
期
六
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
・
農
地
復
旧
”
室
島
地
内
、
一
か
所

囹
橋
り
ょ
う
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
丸
山
工
務
所
、
五
月
士
百
着
手

　
・
深
瀬
橋
上
部
工
”
延
長
六
五
メ
ー
　
　
　
・
同
闘
藤
沢
地
内
、
一
か
所
、
㈱
吉

ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
㈱
大
川
鉄
　
楽
土
建
、
五
月
士
百
着
手

工
所
、
五
月
十
日
着
手
　
　
　
　
　
　
　
囹
同
（
入
札
六
月
七
日
）

囹
災
害
復
旧
事
業
（
入
札
五
月
十
日
）
　
　
　
・
道
路
復
旧
肥
小
白
倉
地
内
、
一
か

　
　
・
道
路
復
旧
”
岩
瀬
地
内
、
二
か
所
　
所
、
㈱
吉
楽
土
建
、
工
期
五
＋
日

羽
鳥
建
設
、
五
月
＋
二
日
着
手
　
　
　

・
同
朋
大
白
倉
地
内
、
二
か
所
、
㈱

　
　
・
同
”
野
口
地
内
、
一
か
所
、
野
沢
　
　
吉
楽
土
建
、
工
期
三
十
日
～
五
十
日

組
、
五
月
＋
六
日
着
手
　
　
　
　
　
　
　
　
・
同
”
小
脇
地
内
、
一
か
所
、
㈱
吉

　
　
・
同
”
中
仙
田
地
内
、
三
か
所
、
㈱
　
楽
土
建
、
工
期
五
＋
日

吉
楽
土
建
、
五
月
十
六
日
着
手
、
同
地
　
　
　
・
同
”
大
倉
地
内
、
二
か
所
、
羽
鳥

内
、
一
か
所
、
押
木
建
設
、
五
月
十
二
　
　
建
設
、
工
期
二
十
日
～
四
十
日

日
着
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
水
路
復
旧
”
大
白
倉
、
一
か
所
、

　
　
・
同
腿
中
屋
敷
地
内
、
一
か
所
、
㈱
　
押
木
建
設
、
工
期
五
＋
日

吉
楽
土
建
、
五
月
＋
六
日
着
手
　
　
　
　
　
・
同
”
藤
沢
地
内
、
一
か
所
、
㈱
吉

　
　
・
同
”
岩
瀬
地
内
、
四
か
所
、
羽
鳥
　
　
楽
土
建
、
工
期
五
十
日

建
設
、
五
月
十
二
日
着
手
　
　
　
　
　
　
　
　
・
農
地
復
旧
”
大
白
倉
地
内
、
一
か

　
　
・
水
路
復
旧
”
上
野
地
内
、
一
か
所
　
所
、
㈱
吉
楽
土
建
、
工
期
三
＋
日
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だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
が
そ
の
定
期
検
査
の
年
に
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
が
、
次
の
日
程
に
よ
り
い
っ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
』
よ

貸
付
金
額

利
　
子

貸
付
対
象

償
還
方
法

保
証
人

申
込
み
先

最
高
三
十
万
円
ま
で

年
三
パ
ー
セ
ン
ト

低
所
得
世
帯
で
、
高
額
療

養
期
間
が
一
年
以
内
の
人

高
額
療
養
期
間
後
一
～

三
回
払
い

町
内
居
住
者
一
名

民
生
委
員
経
由
社
会
課

保
護
司
‘
‘

　
　
中
仙
田
の
小
林
さ
ん

　
一
名
欠
員
で
あ
っ
た
町
の
保
護
司
に

こ
の
ほ
ど
小
林
清
さ
ん
（
中
仙
田
）
が

決
り
、
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
七
名
の
保
護
司

全
員
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
』

い
に
検
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
定
期
検
査
該
当
者
に
は
、
別
途
通
知

を
差
し
あ
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
忘
れ
ず

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た

だ
い
た
太
田
長
栄
さ
ん
が
、
任
期
満
了

に
よ
り
辞
任
さ
れ
、
後
任
に
富
井
源
蔵

さ
ん
（
上
野
・
電
話
一
〇
九
）
が
決
り

ま
し
た
。

　
行
政
上
の
苦
情
や
相
談
な
ど
、
口
頭

か
、
手
紙
、
電
話
い
ず
れ
の
方
法
で
も

結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
申
出
て
く

〃
忘
れ
ず
に
〃

　
　
　
計
量
器
の

　
　
　
定
期
検
査

　
計
量
器
は
、
計
量
法
に
よ
っ
て
三
年

に
一
回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

定期検査実施日程

期　　日 受付時間 場　　　所 対象区域

6月25日 午前9時～
　午後4時

総合センター ＝千手地区

〃26日 午前9時～
　午後4時

仙田出張所 仙田地区

　　　、

〃27日

午前9時～
　午前11時

　　　　　　、
上野小学校 上野地区

聡薦論 橘　　出張所 橘　　地区

／



昭和50年6月10日しにわカ》報広｛野総養易鵜｝（3）第202号

兼
業
農
家
が
倍
近

移推の数家農

地区名
1970年 1975年

農家数
非農家
数

専兼業別農家数
農家数 非農家

数
専兼業別農家数

専　業 　　1
兼

　　2
兼 専　業

　　1
兼

　　2
兼

千　手 439 425 23 229 187 438 461 8 60 370

上　野 307 85 33 159 115 296 110 11 39 246
橘 422 50 26 214 182 405 60 13 69 323

イ山　田 680 133 36 440 204 503 100 21 129 353
合　言十 1848 693 118 1042 688 1642 731 53 297 1292

く
に

75
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果

9　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
二
月
に
、
全
国
い
っ
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
農
業
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
町
の
結
果
は
別
表
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
農
業
は
、
こ
の
五
年
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
く
変
化
し
て
来
て
い
ま
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
し
た
推
移
が
は
っ
き
り
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
て
お
り
興
味
を
ひ
か
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
回
（
昭
和
四
十
五
年
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
の
間
に
、
町
の
農
家
数
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
六
戸
減
少
し
ま
し
た
。
　
（
町
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
の
世
帯
数
は
、
こ
の
期
間
に
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
六
戸
減
少
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
全
体
に
し
め
る
農
家
数
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
い
は
、
前
回
が
七
十
三
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ト
に
対
し
、
今
回
は
六
十
九
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
セ
ン
ト
と
わ
ず
か
で
す
が
減
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
サ
ス
で
は
、
十
ア
ー
ル
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
を
所
有
す
る
世
帯
、
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
産
物
販
売
額
が
七
万
円
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
帯
を
農
家
と
し
て
扱
っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
で
、
農
家
数
の
し
め
る
率
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
を
見
ま
す
と
、
専
業
農
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
前
回
の
半
分
く
ら
い
に
減
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
、
第
一
種
兼
業
（
農
業
が
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
業
が
従
）
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
く
の
減
、
反
面
第
二
種
兼
業
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
業
主
、
農
業
従
）
は
ほ
ぼ
倍
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
伸
ぴ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
経
営
耕
地
別
に
は
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
ア
ー
ル
未
満
の
農
家
が
五
十
戸

ほ
ど
増
え
た
一
方
、
三
十
ア
ー
ル
以
上

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
至
る
各
段
階
で
は
、

横
ば
い
な
い
し
、
減
っ
て
い
る
ほ
か
、

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
は
三
十
戸
近
く
増

え
て
い
る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
農
業
の
規
模
拡
大
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
近
代
的
な
農
業
経
営
が

実
現
し
た
こ
と
に
よ
る
兼
業
化
が
、
は

っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
結
果
と
い
え

ま
し
よ
う
。

老
人
の
皆
さ
ん

　
　
医
療
費
受
給
者
証
の
書
き
替
え
で
す

】

　
老
人
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
公
費

で
負
担
す
る
、
老
人
医
療
費
支
給
制
度

は
、
昭
和
四
十
八
年
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
医
療
費
受
給
者
証
は

毎
年
一
回
書
き
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
使
用
中
の
も
の
は
、
六
月
三
十

日
で
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
に
よ

り
書
き
替
え
の
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
持
参
す
る
も
の

ω
老
人
医
療
費
受
給
者
証

②
健
康
保
険
証
（
国
保
ま
た
は
社
保
）

　
「
県
老
」
　
「
県
障
」
の
医
療
証
の
人

も
当
日
更
新
し
ま
す
。

　
現
在
使
用
中
の
受
給
者
証
は
、
い
ず

　　　書き替え手続きの場所

期日6月30日（月）

時　　　　間 場　　所 対象区域
午前9時～午後0時

総合センタ
下記以外の千手地区

午後1時～　　　3時 伊友高原田山の根地区

午後1時～　　　3時 上野連絡所 上野地区

午前9時～午後0時 橘　　出張所 橘　　地区

午前9時～午後0時 仙田出張所 仙田地区（白倉を除く）

午後2時～　　3時 大白倉公民館 白倉地区

れ
も
七
月
一
日
以
後
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

厚
心
配
ご
と
仔

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　
心
配
ご
と
相
談
所
を
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

　
生
活
上
困
っ
て
い
る
こ
と
、
家
庭
内

の
問
題
、
病
気
や
就
職
の
こ
と
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
上
野
連
絡
所
　
六
月
十
二
日

　
橘
　
出
張
所
　
六
月
二
十
日

　
仙
田
出
張
所
　
六
月
二
十
三
日

　
総
合
セ
ン
タ
ー
　
七
月
四
日

　
い
ず
れ
の
会
場
も
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

　
主
催
、
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会

交
通
事
故
　
掃
に

婦
人
指
導
隊
も
登
場

▲
お
や
〃
婦
人
警
察
官
？
、
と
一
瞬

目
を
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
さ
っ
そ

う
た
る
ス
タ
イ
ル
。

　
ピ
ピ
し
ふ
え
の
合
図
と
と
も
に

　
　
　
車
と
歩
行
者
を
た
く
み
に
交

わ
す
腕
さ
ば
き
。

　
見
ち
が
え
る
よ
う
な
す
ぱ

ら
し
い
変
身
ぶ
り
は
、
こ
の

近
所
の
婦
人
た
ち
が
率
先
し

て
つ
く
り
だ
し
た
、
婦
人
交

通
指
導
隊
で
あ
る
。

　
交
通
事
故
を
一
掃
す
る
た

め
に
は
私
た
ち
婦
人
も
立
ち

あ
が
ら
な
け
れ
ば
、
と
こ
の

ほ
ど
交
通
安
全
協
会
千
手
支

部
に
誕
生
し
た
婦
人
部
、
総

員
は
、
柄
沢
和
子
さ
ん
を
部

長
と
す
る
六
人
、
す
で
に
皆

さ
ん
も
街
頭
で
指
導
に
あ
た

ら
れ
た
こ
の
美
し
い
姿
を
目

に
さ
れ
た
人
も
多
い
は
ず
。

町
内
さ
イ

　
先
般
の
安
全
週
間
に
は
、
千
手
地

区
の
主
要
な
と
こ
ろ
で
は
、
毎
日
指

導
に
あ
た
ら
れ
て
い
た
。

　
婦
人
だ
け
に
、
あ
た
り
が
や
わ
ら

か
く
、
子
供
た
ち
や
老
人
に
は
特
に

喜
ぱ
れ
て
い
た
様
子
。

　
町
で
は
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
を

今
日
ま
で
九
百
八
十
日
近
く
続
け
て

い
る
が
、
こ
の
婦
人
部
隊
も
、
ま
ず

千
日
達
成
に
と
、
街
頭
指
導
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
制
服
は
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
、

経
費
も
ほ
と
ん
ど
自
己
負
担
と
い
う

こ
の
人
た
ち
、
今
後
は
街
頭
指
導
だ

け
で
な
く
、
安
全
教
育
に
も
力
を
注

ぎ
た
い
、
と
熱
意
の
ほ
ど
を
あ
ら
わ

し
て
い
た
。
　
（
写
真
、
事
故
撲
滅
に

立
ち
あ
が
っ
た
婦
人
部
の
皆
さ
ん
）

▲
四
月
か
ら
町
の
交
通
指
導
員
が
、

次
の
方
々
に
決
定
、
今
後
二
年
間
お

骨
お
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

宏、

宮
徳
次
郎
（
東
善
寺
）
　
清
水
昭
平

（
上
町
）
　
太
田
正
（
中
央
町
）

馬
場
文
雄
（
同
）
、
小
林
健
三
（
木

島
）
　
高
橋
保
夫
（
上
野
）
　
渡
貫

力
雄
（
新
町
）
　
村
越
利
雄
（
野
口

　
　
田
口
秀
雄
（
木
落
）
　
藤
巻
博

（
塩
辛
）
　
南
雲
教
（
中
仙
田
）
、

片
桐
昌
好
（
大
白
倉
）
　
敬
称
略

▲
一
千
日
ま
で
あ
と
一
息

　
四
十
七
年
十
月
か
ら
の
、
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
日
一
千
日
ま
で
、
あ
と
二

＋
日
余
り
。

　
一
千
日
目
の
七
月
二
日
に
は
、
町

民
大
会
を
盛
大
に
催
す
計
画
で
あ
る
。

　
指
導
車
に
よ
る
全
町
内
の
パ
レ
ー

ド
や
、
警
察
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
、

町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
集
め

て
の
交
通
安
全
大
会
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
行
事
を
今
か
ら
準
備
中
、

　
絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
〃
賄
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児童手当受給者は

　現況届けをお忘れなく！！

　
児
童
手
当
の
受
給

者
は
、
毎
年
六
月
に

「
現
況
届
け
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

該
当
す
る
人
は
、

六
月
一
日
現
在
の
職

業
、
加
入
し
て
い
る

年
金
の
名
称
、
四
十

九
年
の
所
得
状
況
な

ど
の
現
況
届
け
と
、

印
鑑
を
も
っ
て
、
今

月
二
十
五
日
ま
で
に

役
場
の
社
会
課
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
を
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
六

月
以
降
の
手
当
の
支

払
い
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
。

つ
ゆ
で
す

郵
便
受
箱
は
完
全
に

益
口
立
息
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
香
典
返
し
二
件

　
仁
田
の
高
橋
高
芳
さ
ん
か
ら
、
四
月

二
十
一
日
に
死
亡
さ
れ
た
父
藤
太
郎
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
一
万
円
、
上

野
の
丸
山
ハ
ナ
さ
ん
か
ら
、
五
月
二
十

三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
夫
、
正
さ
ん
の

香
典
返
し
と
し
て
二
万
円
、
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
人
権
コ

《
こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は

　
ど
う
し
ま
す
か
V

〈
心
配
ご
と
V

　
借
地
に
建
て
た
家
を
売
り
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
売
る
こ
と
を
地
主
が

承
諾
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
よ
う
か
。

〈
お
答
え
V

　
地
主
が
正
当
な
事
が
な
い
の
に
承

諾
を
し
な
い
と
き
は
、
借
地
人
は
、

地
主
の
承
諾
に
か
わ
る
許
可
の
裁
判

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー
ナ
ー　
　
　
②

〈
心
配
ご
と
V

　
私
が
住
ん
で
い
る
借
家
を
買
っ
た

新
し
い
家
主
か
ら
、
借
地
契
約
を
し

て
い
な
い
と
の
理
由
で
、
あ
け
渡
し

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
応
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

《
お
答
え
V

　
借
家
が
売
却
さ
れ
て
、
家
主
が
交

替
し
て
も
、
そ
の
家
に
居
住
し
て
い

る
借
家
人
は
、
新
家
主
に
対
し
て
、

引
続
き
借
家
権
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
　
　
（
借
家
法
一
条
）

　∞鯵
騨
簾
難
鐵
繭
舞
綬
編

の
、
ば
ん
が
さ
、
鳶
鎌
（
と
ぴ
が
ま
）
、

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

相
崎
幸
夫

廣
井
美
佐
子

高清小大清本丸
橋水柳熊水間山

勇初正雪利孝敏
二江義子明子男

沖
立

小
千
谷
か
ら

木
落

佐
和
田
か
ら

山
野
田

＋
日
町
か
ら

元
町

木
島
か
ら

坪
山

小
野
塚
員
知
子
水
口
沢
か
ら

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
五
月
分
】

▲
入
手
品
　
粘
土
の
こ
も
づ
つ
、
神
だ

＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
剛
＝
＝
＝
疇
＝
＝
旧
＝
＝
＝
囎
＝
＝
＝
＝
＝
噌
＝
櫛
＝
＝
＝
。
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
顧
＝
＝
＝
囎
＝
囎
＝
＝
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
駅
前
で
、
年
ご
ろ
二
十
一
・
二
歳

小
さ
な
親
切
に

感
謝
の
お
便
リ
が

　
小
さ
な
親
切
運
動
が
、
各
地
で
く
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
も
青
少
年

問
題
協
議
会
を
中
心
に
、
活
発
な
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、

刈
羽
村
の
小
林
さ
ん
と
い
う
人
か
ら
、

町
長
に
あ
て
て
、
次
の
よ
う
な
感
謝
の

お
便
り
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
町
民
の
善
行
と
し
て
、
心
あ
た
た

ま
る
お
話
で
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

前
略

　
去
る
五
月
十
一
日
夕
刻
こ
ろ
、
私

ど
も
六
日
町
よ
り
帰
る
途
中
、
十
日

町
市
内
で
道
に
迷
い
困
惑
中
、
十
日

の
大
変
親
切
な
お
嬢
さ
ん
方
に
道
を

尋
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
親

切
に
私
ど
も
の
車
に
同
席
ま
で
し
て

道
順
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の

で
、
無
事
帰
宅
で
き
ま
し
た
。

　
最
近
の
よ
う
な
せ
ち
が
ら
い
世
の

中
に
、
あ
の
よ
う
な
心
あ
た
た
ま
る

親
切
に
ふ
れ
た
こ
と
を
、
私
ど
も
感

激
し
て
お
り
ま
す
。

　
貴
町
在
住
の
方
と
存
じ
ま
す
が
、

氏
名
、
住
所
等
は
聞
き
も
ら
し
ま
し

た
が
、
迷
惑
で
も
心
あ
た
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
　
「
ご
親
切
に
感
謝
し
て

い
る
。
」
と
お
伝
え
願
え
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
貴
町
の
町
民
の
幸
福
と
、
発
展
を

心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

牛
の
鼻
輪
、
小
ま
す
、
そ
り
、
わ
ら
す

っ
ぼ
ん
作
り
の
型
、
蚕
け
ご
飼
育
器
、

赤
岩
小
学
校
校
歌
、
仙
田
中
学
校
校
歌

さ
ん
俵
編
機
、
わ
っ
ぱ
、
ざ
ぐ
り

▲
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
高
橋
正
春
（
田

戸
）
、
佐
藤
梅
作
（
中
仙
田
）
、
南
雲

正
明
（
中
仙
田
）

　　◆◎ず『』の◆◎剛【』の◆◆ψr』ρ○OJ鴫閣P嗣

限リある水を大切に〃

　健康を守り、生活を豊かにはぐく

む水道も、水源に限りがあることを

忘れてはいけません。

　水道週間（6月1日～7日）にちなん

で、もう一度節水を考えてみましよう。

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

田
口
忠
政

小
島
春
美

甫
澤
英
雄

古
澤
紀
美
子

伊丸秋数徳高羽田
藤山山藤永橋鳥中
さ　　た

だ一か　文伸俊一
子則子章江幸子男

三下松沖十中伊小

秋
山
た
か
子

丸
山
　
一
則

伊
藤
さ
だ
子

川
崎
孝
一

星
名
美
佐
子

若
山
幸
治

覆
澤
は
な
子

山
岸
　
勝

竹
内
き
よ
子

渡
邊
隆
男

身
上
と
も
子

木
落

小
千
谷
か
ら

上
野

＋
日
町
か
ら

小
白
倉

伊
友
か
ら

中
仙
田

＋
日
町
か
ら

立代
か
ら

原重
か
ら

越
ケ
沢

伊
友
か
ら

新
町
新
田

野
口
か
ら

霜
条

＋
日
町
か
ら

水
口
沢

秋
田
か
ら

川芥高佐星星川阿押
崎屋橋藤名名崎部木
三安晴春三昭貞和茂
郎子夫枝彦子夫子樹

矢
崎
八
重
子

田
戸

＋
日
町
か
ら

越
ケ
沢

上
野
か
ら

学
校
町

＋
日
町
か
ら

学
校
町

福
岡
か
ら

高
原
田

東
京
か
ら

う
ぶ
声
i
お
す
こ
や
か
に

醤語翻難簾渠霜
佳　 佳　　　智
代真代茂　恵由武好　和賢
子樹子義隆子香幸広裕徳司
弘正幸保護正鯖直克一頬武
一晴夫　　義輔幸已利一
長長長二長三長二三二長三
女女女男男女女男男男男男
　　　　　新
中上根小霜町小永沖伊木坪
仙　　　白　　新
田町深倉条田脇公立友島山

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

丸
山
　
正
　
　
　
上
　
野
　
　
六
二

富
井
　
政
治
　
　
上
　
野
　
　
六
八

山
口
熊
太
郎
　
　
仁
　
田
　
　
八
九

納
税
メ
モ

　
六
月
は
町
県
民
税
の
納
期
で
す
。

　
個
人
の
町
県
民
税
は
、
均
等
割

と
所
得
割
に
よ
り
課
税
し
ま
す
。

　
均
等
割
は
、
町
三
百
円
、
県
百

円
で
、
原
則
と
し
て
町
内
に
住
所

を
有
す
る
成
人
者
に
課
税
し
ま
す

（
夫
と
同
居
の
妻
、
老
年
者
等
は

除
く
）

　
所
得
割
は
、
課
税
標
準
額
が
多

く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
税
率
が

高
く
な
る
超
過
累
進
課
税
で
す
。

　
課
税
標
準
額
は
、
総
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
引
き
、
さ
ら
に

い
ろ
い
ろ
の
控
除
を
し
た
残
額
で

課
税
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

俳劣

壇レ

　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

金
魚
売
一
と
足
毎
に
色
揺
れ
て

嫁
の
笠
真
白
に
目
立
ち
早
苗
取

野
兎
の
ね
ぐ
ら
あ
と
あ
り
草
茂
る

蛙
鳴
く
月
下
の
孤
村
寝
静
ま
り

花
ば
さ
み
持
ち
て
胡
瓜
の
初
ち
ぎ
り

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

夏
菊
や
一
と
雨
ほ
し
き
花
の
色

雲
の
峯
大
き
く
崩
れ
た
そ
が
る
る

　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

静
け
さ
や
若
木
に
雲
の
さ
し
か
か
り

若
草
に
露
光
り
見
え
明
日
は
晴

　
　
　
　
　
小
白
倉
圭
　
　
　
子

う
ら
ら
か
に
孫
の
電
話
に
招
か
れ
し

娘
の
晴
着
ゆ
め
見
つ
夜
な
べ
機
を
織
る




